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(57)【要約】
　箱内の製品がうまく提示され、かつ箱を開けたときに
箱から製品を容易に取出し可能である、包装箱を提供す
る。互いに蝶着された一連の板紙から四節機構を形成す
る。箱を開けたときに、卵形の製品は押し上げられ、よ
り目立つかまたはより露出した提示位置に移動する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　上蓋と、底部容器と、蝶着扉と、前記底部容器に設置された物品ホルダ壁とを備え、物
品を部分的に提示するために前記蝶着扉に穴が設けられ、前記物品が前記物品ホルダ壁に
保持される、物品用の包装箱であって、
　前記物品ホルダ壁は、前記蝶着扉が開位置にあるときに、前記物品を移動させてより目
立つように提示するように構成された、包装箱。
【請求項２】
　前記物品ホルダ壁が移動すると、前記物品が上昇し、かつ／またはより目立つように提
示されるようになる、請求項１に記載の包装箱。
【請求項３】
　前記底部容器に固定された内部頂壁と、第１ヒンジ壁と、第２ヒンジ壁とをさらに備え
、
　前記蝶着扉は前記内部頂壁の後端に蝶着され、
　前記内部頂壁の下で、前記物品ホルダ壁は前記内部頂壁の後端に蝶着され、
　前記第１ヒンジ壁および前記第２ヒンジ壁はヒンジ線で互いに蝶着され、
　前記第１ヒンジ壁の他端は前記蝶着扉の後端に蝶着され、
　前記第２ヒンジ壁の他端は前記物品ホルダ壁の中央部に蝶着され、
　前記蝶着扉、前記第１ヒンジ壁、前記第２ヒンジ壁、および前記物品ホルダ壁は四節機
構を形成する、請求項１または２に記載の包装箱。
【請求項４】
　２つの内部側壁と内部前壁とをさらに備え、前記内部頂壁、前記２つの内部側壁、およ
び前記内部前壁は前記物品を格納するための空間を画定し、付属品用の空間は前記包装箱
の前記内部前壁の前に画定される、請求項３に記載の包装箱。
【請求項５】
　前記内部側壁の下部に沿って内側に取り付けられた２つのスライダ壁をさらに備え、前
記第２ヒンジ壁は前記第１ヒンジ壁より幅が狭く、前記第１ヒンジ壁の前記下端の左右先
端部は前記スライダ壁の上端を摺動することができる、請求項４に記載の包装箱。
【請求項６】
　前記蝶着扉を把持して開けるために、前記蝶着扉の遠端に取り付けられたプルタブをさ
らに含む、請求項１に記載の包装箱。
【請求項７】
　前記箱は板紙から作られる、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の包装箱。
【請求項８】
　前記物品は卵形の装置である、請求項１ないし６のいずれか一項に記載の包装箱。
【請求項９】
　請求項１ないし６のいずれか一項に記載の包装箱と前記箱内の卵形の物品との組合せ。
【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本願は、参照によって本書に援用する、２０１２年１２月２８日出願の同一名称の米国
仮特許出願第61/746,639号の優先権を主張する。
【技術分野】
【０００２】
　本発明は包装箱に関する。さらに詳しくは、それは卵形カメラ用の改善された包装箱に
関する。
【背景技術】
【０００３】
　デジタルカメラ、携帯電話のような小型の製品用の包装箱の分野では、内部の製品およ
び／または付属品と箱の構造との位置合わせはよく知られている。しかし、通常、製品は
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包装箱内でうまく提示されず、かつ箱から簡単に取り出せない。
【発明の概要】
【０００４】
　本発明の目的は、箱内の製品（例えば卵形の装置）をきれいに提示することができ、か
つ箱を開けたときに製品を箱から簡単に取り出すことができる、包装箱を提供することで
ある。
【０００５】
　本発明のさらなる目的は、互いに蝶着された一連の板紙から作られた四節機構によりこ
れを達成することである。箱を開けたときに、卵形の製品は押し上げられ、より目立つま
たは露出した提示位置に移動する。
【０００６】
　該包装箱は、頂部箱筐体、底部箱筐体、蝶着扉、および底部箱筐体に設置されたホルダ
壁を含み、蝶着扉には、装置を部分的に提示するために穴が設けられ、装置はホルダ壁に
固定され、蝶着扉が開くと、ホルダ壁は装置をより目立つように提示するように移動する
。
【０００７】
　さらに、ホルダ壁が移動すると、装置は上昇し、かつ／またはより完全に、またはより
目立つように提示されるようになる。
【０００８】
　さらに、包装箱は、底部箱筐体に固定された内部頂壁、第１ヒンジ壁および第２ヒンジ
壁を含み、蝶着扉は内部頂壁の後端に蝶着され、内部頂壁の下で、ホルダ壁は内部頂壁の
後端に蝶着される。第１ヒンジ壁および第２ヒンジ壁はヒンジ線で互いに蝶着され、第１
ヒンジ壁の他端は蝶着扉の後端に蝶着され、第２ヒンジ壁の他端はホルダ壁の中央部に蝶
着され、蝶着扉、第１ヒンジ壁、第２ヒンジ壁、およびホルダ壁は四節機構を形成する。
【０００９】
　さらに、包装箱は２つの内部側壁および内部前壁を含み、内部頂壁、前記２つの内部側
壁、および内部前壁は、装置を格納するための空間を画定し、付属品箱用の空間は内部前
壁の前に画定される。
【００１０】
　さらに、包装箱は、内部側壁の下部に沿って内側に取り付けられた２つのスライダを含
み、第２ヒンジ壁は第１ヒンジ壁より幅が狭く、第１ヒンジ壁の下端の左右先端部はスラ
イダ壁の上端を摺動することができる。
【００１１】
　さらに、包装箱は、蝶着扉を持ち上げて開くために、その遠端に取り付けられたプルタ
ブを含む。
【００１２】
　さらに、箱は板紙から作られる。
【００１３】
　包装箱は矩形であり、蓋としての頂部箱筐体（１００）、および底部箱筐体（２００）
を含む。好ましくは、頂部箱筐体および底部箱筐体は、箱の１つの短端部で一体に蝶着さ
れる。開口面は傾斜していることが好ましい。
【００１４】
　蝶着扉（２１０）は底部箱筐体（２００）の上部開口を被覆し、蝶着扉（２１０）の中
心には、それによって画定される蝶着扉穴（２１２）が存在する。蝶着扉（２１０）の下
で、内部頂壁（２２０）、２つの内部側壁（２３０、２４０）、および内部前壁（２５０
）は、卵形の装置（１０）を格納するための空間を画定する。蝶着扉（２１０）の蝶着扉
穴（２１２）に対応して、頂壁穴（２２２）が内部頂壁（２２０）の中心に設置され、そ
れによって画定される。蝶着扉（２１０）は内部頂壁（２２０）の後端に蝶着される。
【００１５】
　内部頂壁（２２０）の下で、ホルダ壁（３１０）は内部頂壁（２２０）の後端に蝶着さ
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れ、第１ヒンジ壁（３２０）および第２ヒンジ壁（３３０）はヒンジ線（３２５）で互い
に蝶着される。第２ヒンジ壁（３３０）は第１ヒンジ壁（３２０）より幅を狭くすること
ができる。
【００１６】
　第１ヒンジ壁（３２０）の他端は、蝶着扉（２１０）の後端に蝶着される。第２ヒンジ
壁（３３０）の他端はホルダ壁（３１０）の中央部付近に蝶着される。
【００１７】
　ホルダ壁（３１０）の中央部付近および第２ヒンジ壁（３３０）の上部には、卵形の装
置（１０）を格納するための穴が存在する。卵形の装置（１０）は、プラスチックホルダ
（３１２）によってホルダ壁（３１０）に固定される。
【００１８】
２つのスライダ壁（３４０、３５０）が内部側壁（２３０、２４０）の下部に沿って内側
に取り付けられる。第１ヒンジ壁（３２０）の下端の左右先端部は、スライダ壁（３４０
、３５０）の上端を摺動することができる。
【００１９】
　付属品用の空間は、箱の内部前壁（２５０）の前に画定される。
【００２０】
蝶着扉（２１０）が開いたときに、第１ヒンジ壁（３２０）がスライダ壁（３４０、３５
０）に沿って下降し、ホルダ壁（３１０）が第２ヒンジ壁（３３０）によって押し上げら
れ、したがって卵形の装置（１０）が開かれる蝶着扉（２１０）の動きと共にゆっくりと
上昇し、より目立つようになり、かつ／またはより優れた提示を達成するように、　蝶着
扉（２１０）の後端部、第１ヒンジ壁（３２０）、第２ヒンジ壁（３３０）、およびホル
ダ壁（３１０）は四節機構を形成する。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
　添付の図面に関連する本発明の実施形態についての以下の詳細な説明によって、本発明
はいっそうよく理解されるであろう。
【図１】閉じられた矩形の包装箱の側面図を示す。
【図２】開いた包装箱の側面図を示す。
【図３】図２の底部箱筐体の側面断面図を示す。
【図４】蝶着扉が開かれ、卵形の装置が目立つ提示位置にある、底部箱筐体の側面断面図
を示す。
【図５Ａ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体の内部側壁に沿って切られた側面断面図を示
す。
【図５Ｂ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体の内部側壁に沿って切られた側面断面図を示
す。
【図６Ａ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体のスライダ壁に沿って切られた側面断面図（
中心付近）を示す。
【図６Ｂ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体のスライダ壁に沿って切られた側面断面図（
中心付近）を示す。
【図７Ａ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体の中心面に沿って切られた側面断面図を示す
。
【図７Ｂ】蝶着扉が開いた状態の底部箱筐体の中心面に沿って切られた側面断面図を示す
。
【符号の説明】
【００２２】
１０　　卵形の装置
１００　　頂部箱筐体／上蓋
２００　　底部箱筐体／底部容器
２１０　　蝶着扉
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２１２　　蝶着扉穴
２１４　　プルタブ
２２０　　内部頂壁
２２２　　頂壁穴
２３０　　内部側壁
２４０　　内部側壁
２５０　　内部前壁
３１０　　ホルダ壁
３１２　　プラスチックホルダ
３２０　　第１ヒンジ壁
３３０　　第２ヒンジ壁
３４０　　スライダ壁（第１側）
３５０　　スライダ壁（第２側）
３２５　　第１および第２ヒンジ壁間のヒンジ線
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　図１は、本書に開示する通り、頂部箱筐体１００および底部箱筐体２００を備えた包装
箱を示す。包装箱は矩形である。
【００２４】
　図２は開位置にある頂部箱筐体１００を示し、それは頂部箱筐体１００の短端部で底部
箱筐体２００に蝶着されている。開口面は傾斜している。
【００２５】
　卵形の装置１０の頂部先端が、蝶着扉２１０の蝶着扉穴２１２を介して示されている。
蝶着扉２１０の遠端には、蝶着扉２１０を持ち上げて開くためのプルタブ２１４が取り付
けられている。
【００２６】
　図３～図４は四節機構の主な構造を示す。図５Ａ～図７Ｂは、開状態（人目を引くディ
スプレイ）と閉状態との間の移動の３Ｄ断面図をも示す。
【００２７】
　蝶着扉２１０の下で、内部頂壁２２０、２つの内部側壁２３０、２４０、および内部前
壁２５０は、卵形の装置１０を格納するための空間を画定する。蝶着扉穴２１２に対応し
て、頂壁穴２２２が内部頂壁２２０の中心に設置される。蝶着扉２１０は内部頂壁２２０
の後端に蝶着される。
【００２８】
　内部頂壁２２０の下で、ホルダ壁３１０は内部頂壁２２０の後端に蝶着される。第１ヒ
ンジ壁３２０および第２ヒンジ壁３３０はヒンジ線３２５で互いに蝶着される。第２ヒン
ジ壁３３０は第１ヒンジ壁３２０より幅が狭い。
【００２９】
　第１ヒンジ壁３２０の他端は蝶着扉２１０の後端に蝶着される。第２ヒンジ壁３３０の
他端はホルダ壁３１０の中央部に蝶着される。
【００３０】
　２つのスライダ壁３４０、３５０は、内部側壁２３０、２４０の下部に沿って内側に取
り付けられる。第１ヒンジ壁３２０の下端（ヒンジ線３２５）の左右先端部は、スライダ
壁３４０、３５０の上端を摺動することができる。
【００３１】
　蝶着扉２１０の後端部、第１ヒンジ壁３２０、第２ヒンジ壁３３０、およびホルダ壁３
１０は四節機構を形成する。
【００３２】
　ホルダ壁３１０の中央部および第２ヒンジ壁３３０の上部に、卵形の装置１０を格納す
るための穴が存在する。卵形の装置１０はプラスチックホルダ３１２によってホルダ壁３
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１０に固定される。
【００３３】
　蝶着扉２１０を開けると、第１ヒンジ壁３２０がスライダ壁３４０、３５０に沿って下
降し、ホルダ壁３１０は第２ヒンジ壁３３０によって押し上げられ、したがって卵形の装
置１０は、開かれる蝶着扉２１０の動きと共にゆっくりと上昇し、より目立つようにディ
スプレイされる状態になる。
【００３４】
　付属品用の空間は、包装箱の内部前壁２５０の前に画定される。
【００３５】
　本発明を好適な実施形態に関連して説明した。説明のみならず図面もまた、本発明の理
解を助けるように意図されたものであって、発明の範囲を限定するものではない。本書に
記載する発明の範囲から逸脱することなく、本発明に様々な変形を施すことができること
は、当業者には明らかであろう。したがって、そのような変形は、本明細書の記載によっ
て網羅されていることを意図している。

【図１】

【図２】

【図３】
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【図４】

【図５Ａ】

【図５Ｂ】

【図６Ａ】

【図６Ｂ】

【図７Ａ】

【図７Ｂ】
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【国際調査報告】
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